
第 6次中山町総合発展計画後期基本計画・中山町公共施設再配置計画

　中山町では、現在策定を進めている「第 6 次中山町総合発展計画後期基本計画」及び「中山町公共
施設再配置計画」をより良いものにするために、町民の皆さんが日常生活の中で感じている「もっと
こうだったらいいのに…なぜ？」という不安や不満に向き合い、その根本的な課題と改善策を考える
場として、「なぜなぜ大会議」を今年 8 月に開催しました。このレポートでは、当日のワークショップ
で議論されたテーマの一つ「良い町だけれど、魅力が発信できていないのはなぜ？」について、参加
者から出された意見を紹介します。
　昨年度に実施した町民インタビューでは、どの世代からも「自然が豊かで風景が美しい」「食べ物
がおいしい」「町の個性を活かした商品やイベントがある」など、日常の暮らしの中で感じられる魅
力が高く評価され、「中山町は良いところだ」という実感が共有されていることが分かりました。一
方で、「町外へのアピールが弱く、『中山町って何があるの？』『中山町ってどこ？』と言われること
が多い」との声も多く寄せられ、せっかくの魅力が十分に発信されていないことが課題として浮か
び上がりました。
　今回の「なぜなぜ大会議」は、町民が改めて主体的にまちづくりに関わっていくことの重要性を再
認識する機会となりました。

　今回の「なぜなぜ大会議」では、課題を深掘り
する中で、現状におけるネガティブな要素も明ら
かになりました。しかし一方で、それらの課題を
改善しようと「自分たちで動いていこう！」とす
る町民の皆さんの前向きな意志も強く感じられる
場面が多くありました。
　こうした熱意を具体的な行動につなげるために
は、仕組みづくりや、じっくり話し合える空間の
整備が必要です。現在の中山町には、そうした場
や仕組みが十分に整っているとは言えません。こ

の点が改善されれば、町民と行政が協働すること
が当たり前となり、共に課題に取り組む体制が構
築されると考えられます。
　例えば、「人が集まるところに情報も集まる」
という考え方は、中山町のコンパクトさを活かし
た情報交換の手段として有効です。こうした中山
町らしさを活かした町民発案の取り組みが増えて
いけば、町の雰囲気もより前向きに変化していく
のではないでしょうか。

【主催】中山町総合政策課まちづくり推進グループ・総務広報課防災安全対策室
　　　　（中山町大字長崎 120 番地／電話：023-662-4899）
【制作】東北芸術工科大学デザイン工学部企画構想学科　田澤ゼミ

公共施設再配置計画については、その必要性が「第 6 次中山町総合発展計画」にて説明され
ています。以下URLまたは、右記コードよりご確認ください。
◎中山町「第6次中山町総合発展計画を策定しました」
　https://www.town.nakayama.yamagata.jp/soshiki/seisaku/machidukurisuishin/214.html

〈2025 年 12 月発行〉

　中山町の SNS を活用した情報発信については、
「もっと充実させてほしい」という声が多く寄せら
れました。その中には、「世代によって得手不得手
があるのだから、SNS は若者に任せたらどうか」と
いう意見もありました。しかし一方で、「人材とつ
ながる機会がないため、適材適所の人材活用がで
きていない」という指摘もありました。これは情報
発信に限らず、町全体の課題とも言えるでしょう。

　若い世代が町の将来を思い描きながら、まちづ
くりに参画することは非常に重要です。しかし現
状の中山町では、若者が町に関わる機会や場所が
極めて限られているのが実情です。今回話題と
なった SNS 発信に加え、イベントの企画や居場
所づくりなどを通じて、「若者が活躍できる町」
を目指すことが、情報発信力の向上だけでなく、
町の活性化にもつながると考えられます。

　町の魅力を行政だけが発信するのではなく、町
民も参加しながらより効果的に伝える手段とし
て、「統一ハッシュタグの活用」や「発信者の育成」
など、町民が参加しやすい仕組みを整えることで、
情報の届きやすさと発信力を高められるのではな
いかという意見が多数寄せられました。
　また、情報発信だけでなく「魅力の共有」につ
いても、仕組みづくりが必要だという指摘があり

ました。「紹介されるのは同じ話題ばかり」とい
う現状を打開するためには、町民一人ひとりが町
の魅力に対してアンテナを張ることも重要です。
昨年度のインタビューでも「町の良いところ」は
数多く挙げられており、それらがしっかりと外部
に発信されるだけでも、中山町の評価は大きく高
まると考えます。
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地域おこし協力隊が任期
が終わると帰ってしまう
のが、もったいないと思っ
ています。せっかく中山
町に来てくれて、町のこ
とをよく分かって活動し
てくれたのだから、任期
が終わっても中山町にい
られるよう、定住できる
ような仕組みをしっかり
作ってあげてほしい。

周辺に魅力的な道の駅がたくさんあるから、中山町に出来
ないのは仕方ないのかもしれない。季節を問わずに売れる
物もあまりないし、、、でも、道の駅があったほうが町の人
も、外の人も、立ち寄りやすいとは思うんですよね。

結局、人が集まるところ
に情報も集まるんですよ
ね。子育ての話題も、近
隣の情報はネットに載っ
ていなかったりするので、
人づてに聞いて知ること
のほうが多いんです。

自然の豊かさで差別化する
のは、山形だと難しいと思
うんです。だからこそ、「別
の何か」が必要だと思うん
ですけど、それが中山町に
はないというか。

「かぶと虫相撲」や「雪中カ
ルタ大会」等、面白いこと
をやっているのに、あまり
話題にならない。もっと参
加したことが自慢できるよ
うなイベントになってほし
い。

「良い町だけれど、魅力が発信できていない」のは、なぜ？
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理解していない

魅力に触れる機会
がない

インフルエンサー
がいない

情報が集まる施設
がない

人が集まる場所
がない

自由度の高い発信ツール
がない

担当する町役場の職員が不慣れで
SNSで上手な発信ができない

興味はあっても
やり方が分からない
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話題ばかりになる

役場の職員だけで頑張らずに、もっ
と町の人に参加してもらいながら
情報発信をしたらいいのに、と思
います。特に SNSの活用は若者の
ほうが詳しいわけだし。

他の町がちゃんと発信
しているように見える
のはなぜ？若者に届く
発信をもっとしてほし
い。「中山町ってどこ？」
と言われるのは嫌！

なぜなぜ連鎖マップ

課題解決のために

自分たちで取り組めそうなこと
ハッシュタグ
キャンペーン

町の魅力を SNS で発信する
ため、共通タグを使った参
加型で盛り上げたい！ 

若者向けの
居場所づくり

若年層が自由に集える場を整
備して、地域との関わりが生
まれるようにしてはどう？ 

官民協力の
魅力発信グループ
行政と町民が連携し、
魅力発信のためのチー
ムを組織する！ 

若者実行委員会による
イベント企画

若い世代が主体となって
運動イベントを開催！ 

モルック大会
などの開催

珍しいスポーツイベン
トで話題をつくり、町
の認知度を高める！

課題解決のために

行政に期待したいこと
公式 SNS による
キャンペーンの実施

町が SNS キャンペーンを行い、
「ハッシュタグの統括」等、発信
力を強化することも必要だと思う

PR 大使の設置
町の魅力を広めるアン
バサダーを町で任命！

情報発信の勉強会
開催

発信スキル向上のため、
町民向けに勉強会を実施
しては？

課題解決のために

新しい公共施設に期待したいこと

情報交換の場の創出
町民が気軽に集まり、情
報や意見を交換できる開
かれた空間が必要！ 

明るく安全な
カフェを併設

広くて明るく、誰でも
安心して立ち寄れるカ
フェ付きの施設があっ
たら嬉しい！多世代交流の

場づくり
世代を超えた交流が自然
に生まれるような仕組み
や空間が大事だと思う

若者が集まれる
拠点の整備

若年層が自由に使え、
活動や発信の拠点とな
るような居場所づくり
が必要！


